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OR 
AND 

シナリオ 

(4) 戦略の決定 

(5) ゴールの詳細化と 
コンテキストの関連付け 

(2) トップゴールの分析 

(1) ビジネス分析 

(3) 戦略ゴールの決定 

ゴール木 

戦略ゴール木 

戦略パッケージ 

プロセス 成果物 

戦略ゴール木・ 
ユースケース図・ 
ミスユースケース図 

評価方法 

ビジネス 
ユースケース図 



質問に対する回答 
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商品を
売る 

携帯会社 

商品を 
知らない 

商品を 
紹介する 

<<include>> 
商品を 
買わない 
顧客 

社員 

 

Q ミスユースケースはなぜ 
    一つに絞る必要があるか？ 

 

A 一つとは限らはない 
選択された戦略ゴールによって決定 

 

ミスユースケース 



評価1 ： (5)戦略ゴールの詳細化とコンテキストとの関連付け 
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商品を
売る 

携帯会社 

商品を 
知らない 

商品を紹介する 

<<include>> 商品を 
買わない 
顧客 

社員 

社員 
（情報） 

紹介する 
媒体を決定し、
プラン商品を
紹介する 

検索 
サイトを 
開発する 自分に合った 

商品を知らない 
顧客 

<<include>> 

  なし: 戦略とは異なるゴールまで抽出 

料金プラン 
検索サイトを開発する 

携帯電話会社の売上げを上げる 

質問事項から 
マッチプランを 
提示する 

顧客は自分の 
条件に当てはまる 

項目をチェックし検索する 

顧客は質問事項 
に沿って 

データを入力する 

検索内容を 
決定する サイトを 

構築する 

料金プランの提供 

商品を紹介する 

おすすめ機種 
検索サイトを開発する 

おすすめ機種を 
紹介する 

顧客 
料金プラン 
の指示 

検索サイト 
<<extend>> 毎月の通話 

時間を入力 

当てはまる条件 
を選択 

パケットの使用量 
を入力 

<<extend>> 

<<extend>> 

おすすめ機種 
の提示 

機種の条件 
を選択 

<<extend>> 

人気機種 
を広告で 
宣伝する 



評価1 ： (5)戦略ゴールの詳細化とコンテキストとの関連付け 
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商品を
売る 

携帯会社 

商品を 
知らない 

商品を紹介する 

<<include>> 商品を 
買わない 
顧客 

社員 

社員 
（情報） 

紹介する 
媒体を決定し、
プラン商品を
紹介する 

検索 
サイトを 
開発する 自分に合った 

商品を知らない 
顧客 

<<include>> 

   あり : 戦略に沿ったゴールのみ抽出 

料金プラン 
検索サイトを開発する 

携帯電話会社の売上げを上げる 

質問事項から 
マッチプランを 
提示する 

顧客は自分の 
条件に当てはまる 

項目をチェックし検索する 

顧客は質問事項 
に沿って 

データを入力する 

検索内容を 
決定する サイトを 

構築する 

料金プランの提供 

商品を紹介する 

おすすめ機種 
検索サイトを開発する 

おすすめ機種を 
紹介する 

人気機種 
を広告で 
宣伝する 

顧客 
料金プラン 
の提示 

検索サイト 
<<extend>> 毎月の通話 

時間を入力 

当てはまる条件 
を選択 

パケットの使用量 
を入力 

<<extend>> 

<<extend>> 

おすすめ機種 
の提示 

機種の条件 
を選択 

<<extend>> 



評価2 ： (5)戦略ゴールの詳細化とコンテキストとの関連付け 
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顧客 

販売店 
携帯会社 

販売店 

商品 

顧客 

携帯会社 

販売店 
商品 

顧客 

検索サイト 

商品 

顧客 

販売店 

広告代理店 

   B-SCP : 要素のみ記述可能 

料金プラン 
検索サイトを開発する 

携帯電話会社の売上げを上げる 

質問事項から 
マッチプランを 
提示する 

顧客は自分の 
条件に当てはまる 

項目をチェックし検索する 

顧客は質問事項 
に沿って 

データを入力する 

検索内容を 
決定する サイトを 

構築する 

料金プランの提供 

商品を紹介する 

おすすめ機種 
検索サイトを開発する 

おすすめ機種を 
紹介する 



評価2 ： (5)戦略ゴールの詳細化とコンテキストとの関連付け 
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商品を
売る 

携帯会社 

商品を 
知らない 

商品を紹介する 

<<include>> 商品を 
買わない 
顧客 

社員 

社員 
（情報） 

紹介する 
媒体を決定し、
プラン商品を
紹介する 

検索 
サイトを 
開発する 自分に合った 

商品を知らない 
顧客 

<<include>> 

 ユースケース図 : 機能要求も記述可能 

料金プラン 
検索サイトを開発する 

携帯電話会社の売上げを上げる 

質問事項から 
マッチプランを 
提示する 

顧客は自分の 
条件に当てはまる 

項目をチェックし検索する 

顧客は質問事項 
に沿って 

データを入力する 

検索内容を 
決定する サイトを 

構築する 

料金プランの提供 

商品を紹介する 

おすすめ機種 
検索サイトを開発する 

おすすめ機種を 
紹介する 

顧客 
料金プラン 
の提示 

検索サイト 
<<extend>> 毎月の通話 

時間を入力 

当てはまる条件 
を選択 

パケットの使用量 
を入力 

<<extend>> 

<<extend>> 

おすすめ機種 
の提示 

機種の条件 
を選択 

<<extend>> 



まとめ 
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評価方法 1 

評価方法 2 

  ミスゴールを回避するゴールであるかを確認することによって 
 決定された戦略に沿ったゴールのみ抽出できる 

  B-SCPでは要素のみ記述可能だが 
 ユースケース図は要素のみならず、機能要求も記述可能 
  ミスユースケース図によって、システムの必要性を表記可能 



今後の課題 

   本稿を進める 
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―END― 


